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地域リハビリテーションとは
「障害のある子供や成人・高齢者と その家族が、住み
慣れたところで、一生安全に、その人らしくいきい
きとした生活ができるよう、保健・医療・福祉・介
護及び地域住民を含め生活にかかわるあらゆる人々
や機関・組織がリハビリテーションの立場から協力
し合って行う活動のすべて」
                               （ 日本リハビリテーション病院・施設協会 定義）

2025 年になりました

私たちが歩んだ船橋市の地域リハビリテーション体制の構築

地域リハ推進委員会で行なってきたこと

地域リハ推進委員会でのこれからの活動について

　地域リハ推進委員会
リーダー 石原  茂樹  氏

　2025 年問題は団塊の世代（1947 年～ 1949 年生まれ）が 2025 年に 75 歳以上の後期
高齢者となることにより、医療や介護、福祉の需要が急激に増加することが予想される
問題です。これに対し、医療、介護、予防、生活支援、住まいなど、様々なサービスを
一体的に提供し、地域全体で高齢者を支えることを目的とした地域包括システムの構築
が急がれてきました。現在もその整備と強化が続けられています。

　船橋市では、1999 年に船橋市医療福祉問題懇談会により、
リハ病院の必要性が提言され、2002 年にリハ病院設置検討
委員会で公設民営で 200 床の病院を作ることが決定されてい
ます。2007 年には地域リハビリテーション体制の構築を目
的に「船橋市地域リハビリテーション協議会」を設置。実際
の活動は、石川誠氏を中心とする地域リハ研究会 (2010) が
補完し、地区勉強会や研究大会、摂食栄養サポート勉強会、
介護職勉強会等を積極的に行い、船橋市をリハビリの面で支
える活動をしてきました。
　2013 年には、在宅医療の充実を目的に「船橋在宅医療ひ
まわりネットワーク」が行政と医師会を中心に活動を開始。2014 年には船橋市リハビリセンターがリニュー
アルされ、その運営を輝生会が指定管理者として担い、地域リハ研究会で行ってきた活動も市の地域リハ拠
点事業として引き継ぐことになりました。この変更に対して、今まで参加してきた有志の団体の方の賛同を
得て、これまでの活動を継続してゆくことになりました。そして、2016 年からは「地域リハ研究会」は「船
橋在宅医療ひまわりネットワーク」に合流し、地域リハ推進委員会として活動し、現在に至っています。

　現在、2ヶ月に一度開催されている地域リハ推進委員会で行なっていることは、地域リハ拠点事業の予
定や活動報告、ひまわりネットワークの他委員会の活動報告、参加 24 団体の活動状況を共有しています。
そして、検討課題として、今年度は「みんなで咲かせよう地域包括ケア班」、「障害福祉を知って船橋を明
るくする班」、「口腔・栄養・リハビリのトリニティ班」の 3つの班で議論を重ね、3月に開催された研究
大会にてまとめの報告がなされました。発表動画二次元コードよりご覧ください。

　「船橋在宅医療ひまわりネットワーク」が活動を開始して 12 年が経過し、今後の活動について検討が進
められる予定です。その流れの中で、地域リハ推進委員会においても、改めて船橋市をリハビリテーション
の面から支える視点で、アイデアを出し合うことが出来たらよいと思っています。
　これから高齢化がますます進む中で、在宅での生活を継続するためには地域包括ケアシステムをさらに強
化する必要があります。船橋市における課題は多くあると考えられますが、現場での課題を可視化すること
が重要です。今後、地域リハ推進委員会において、できれば各団体での課題を整理・共有し、具体的な解決
策を見出して提言や活動につなげていくことも一法かと考えています。

1999 年 船橋市医療福祉問題懇談会 市医師会より市議会へ
リハ病院の必要性提言

2002 年 リハ病院設置検討委員会 公設民営・200 床に決定

2006 年 指定管理者に輝生会

2007 年 船橋市地域リハ協議会 設置

2008 年 船橋市立リハ病院 開設

2010 年 船橋市地域リハ研究会 発足 各種研修会等の活発化
　医療・介護・福祉の連携

2013 年 船橋在宅医療ひまわりネットワーク
　　　　　　　　　　　活動開始

2014 年 船橋市に地域包括ケア推進室 設置 船橋市リハセンター 開設
（地域リハ支援拠点）

2016 年 船橋在宅医療ひまわりネットワーク 地域リハ研究会を組み入れ

2017 年 船橋市に地域包括ケア推進課 設置

船橋市における地域リハ活動の経過  




